
川越市文化財保存活用地域計画（案）の概要

序章
計画作成の背景と目的や、当市の総合計画などと地域計画の位置づけ、計画策定の
体制と経緯について記す。

１章 川越市の概要
当市の自然的・地理的環境や社会的状況、またその歴史的背景などを記す。

２章 川越市の歴史と歴史遺産の概要
当市の歴史とその背景、歴史遺産（未指定もふくめた文化財の総称）の現状と概要
を記す。

３章 川越市の歴史文化の特徴
当市の歴史文化（多様な文化財とそれらを生み育んだ歴史環境、人的環境、歴史的
背景などの総体）の概要と特徴を記し、①マチ②ムラ③ミチの３つを設定する。

４章 歴史遺産の調査と課題
当市でこれまで実施した歴史遺産の調査や、それにともない刊行した調査の報告書
についてまとめ、今後行うべき調査の課題を記す。

５章 歴史遺産の保存と活用に関する方針と措置 ＊措置は別表

当市における歴史遺産の保存活用について、将来像とそれに基づく方向性を
設定し、現状の課題を掲げ、それを踏まえた方針と措置を記す。
〇将来像 「歴史が人を結ぶまち 川越」
〇方向性 ①歴史遺産を掘りおこす ②歴史遺産を守る

③歴史遺産を磨き上げる ④歴史遺産とともに歩む

６章 関連文化財群による保存と活用
当市のいくつかの歴史遺産を結びつけて、時代や地域を越えた一つのストーリー
として、５つの関連文化財群を設定し、その関連文化財群による保存活用の
取組みを記す。
〇関連文化財群 Ａヒト・モノ・コトの集散地 Ｂ「小江戸」文化
Ｃ新しもの好き Ｄ台地のくらし 低地のくらし Ｅ災害と復興のあゆみ

７章 文化財保存活用区域による保存と活用
「地域総がかり」による文化財の保存活用を実行するため、当市の地区を文化財
保存活用区域として設定し、市民センターや公民館などと協同し、地域の住民
などとともに、歴史遺産の調査を実施する。
１期計画では、
①本庁地区 ⑤高階地区 ⑦大東地区 ⑪名細地区を重点区域として設定し、
２期以降順次、他地区での調査を実施する。

８章 歴史遺産の防災と防犯
歴史遺産の防火・防災・防犯について、事前の対策や災害時における対応など、
その課題と方針及び措置を記す。

９章 歴史遺産の保存・活用の推進
計画を着実に進めるため、その基本方針や当市の推進体制を記す。

計画の構成

Aヒト・モノ・
コトの集散地

河越館跡
山王塚古墳 など

関連文化財群に関わ
る調査・周知の実施

B「小江戸」
文化

喜多院
川越氷川祭の山車行事
大沢家住宅
旧山崎家別邸 など

C新しもの好き

河越茶
新田開発地割 など

D台地のくらし
低地のくらし

小仙波貝塚
サツマイモ など

E災害と復興の
あゆみ

奥貫友山墓
伝建地区 など

歴史遺産に対する
現状把握・調査の不足

歴史遺産の管理・
保存体制を強化する必要

歴史遺産の保存・活用
体制の不足

歴史遺産の魅力発信の
不足

《課題》

歴史遺産に対する
現状把握・調査を行う

歴史遺産を適切に管理・
保存する

歴史遺産について魅力を
発信、情報提供する

歴史遺産を保存・活用
する体制を整える

《方針》

市指定文化財建造物
の調査など

河越館跡、山王塚古墳
保存活用計画の策定など

「歴史遺産めぐり」の
実施など

文化財調査指導委員の
設置など

《措置》

①

②

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

③

⑤

⑥

④

《措置》
調査・講座等の実施

国史跡の活用・管理体制育成

《方針》
市民とともに地区の歴史を
学び、未調査の歴史遺産を

調査する

《課題》
地区内の歴史遺産について
周知と調査が必要

特に建造物の
歴史遺産調査

特に新河岸川の
舟運調査特に山王塚古墳の

活用や管理体制の
育成

特に河越館跡の
活用・管理推進
ボランティア育成

①

②

③

④


